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１．委員の指摘及び提言概要 

超分子修飾グラフェンを利用していくつかの微量環境汚染物質の測定に応用可能と思われるデ

ータが提示され、大変魅力的なセンサーの開発と考えられる。環境計測の基礎技術としては斬新で

あり、論文発表も多く一定の成果を上げている。しかし、環境への応用という点では、まだかなり

距離がある。どのような状況でどのような物質の測定に利用するのか、環境大気の測定にも応用で

きるのか、経時的な測定が可能か等、まだ不確かな点が多く、環境への利用を具体的にどのように

したいのかが明確ではない。実用化を図るためには環境測定を専門とする研究者や環境測定メーカ

などとの共同研究を今後図っていただくことで実用化までのギャップを埋めることを期待したい。 

 

２．採点結果 
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